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   ＊漫画でスマイリング！ 今号はお休みです。 
               次号をお楽しみに！ 

認定 NPO 法⼈スマイリングホスピタルジャパン 

News Letter Vol.15   2017. 12. 15 第 15 号 
            発⾏：東京都杉並区⾼井⼾東 3-3-15-308「スマイリングホスピタルジャパン事務局」 

 Tel/Fax: 03-4296-5691  E-mail: info@smilinghpj.org  HP: http://www.smilinghpj.org 
 

 
 
 
 
 
 
今年は兵庫地区と福岡地区が誕⽣し、また念願の認定 NPO 法⼈*として認定されました。 
５周年⽬を⾶躍の年にすることができましたこと、みなさまのご⽀援のおかげと、 
⼼よりお礼申し上げます。 
現在北海道から九州まで 12 の都道府県各地区にて、42 の病院、施設の⼦どもたちと 
ご家族にダイナミックで上質なアートを届けています。在宅訪問も含めて、 
重い障がいがあっても楽しめるプログラムを⼯夫しています。 
これからもさらに活動地区が増えます。引き続き、⾒守っていてくださるよう、 
来年もどうぞよろしくお願い申し上げます。                                                                                                                                              

                     スマイリングホスピタルジャパン スタッフ⼀同 
*認定 NPO への寄付は税制優遇の対象になります。詳しくは別紙または SHJ の HP「認定 NPO について」をご覧ください。 

                                                                         

“Happiness Helps Healing” 
 みなさまからのご⽀援はアーティストへの謝⾦、 
抗体検査などの活動費に使わせていただいています。 
9~11 ⽉は延べ 2,640 ⼈の⼦どもたちとご家族に 
笑顔を届けることができました。 
活動報告をご覧ください。 

⼦どもたちの作品＠もみちゃんのクレイクラフト 
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●病院より活動の感想をいただきました 

 
 
スマイリングホスピタルジャパン様にお越しいただいて 

公益財団法⼈チャイルド・ケモ・サポート基⾦理事⻑/院⻑ 楠⽊ 重範（くすき しげのり） 
 
神⼾にあるチャイルド・ケモ・ハウスで⼩児科医をしている楠⽊と⾔います。SHJ 様には多⼤なるご協⼒をいた
だき、⼼より感謝いたします。 
チャイルド・ケモ・ハウスは、⼩児がんをはじめとした難治性⼩児疾患を抱える⼦どもと家族のための施設です。
⼩児がんは約７割が治癒する時代となりましたが、⼀⽅で、⻑期間の治療が必要となっています。 
⼩児がんの治療は短くて数カ⽉、⻑ければ 1 年以上の⼊院⽣活が必要になります。そうなると病院は闘病の場で
あるとともに、⽣活の場となります。 
⼦どもが⼀番安⼼できる環境は何か。それを考えることから私たちの活動は始まりました。 
そして、「⽇常を維持する事」が⼀番⼤切だとの結論にいたりました。朝起きたら家族で⼀緒にご飯を⾷べ、公園
で遊び、学校で学ぶ。夜は家族で布団に⼊る。病気になったからといって、あきらめなくてもいいことはたくさん
あります。 
私たちは、「がんになっても笑顔で育つ」をキャッチフレーズに 2005 年から NPO 活動を⾏い、2013 年 4 ⽉に
チャイルド・ケモ・ハウスが完成しました。チャイルド・ケモ・ハウスは家族とともに過ごしながら医療を受ける
ことができる施設です。19 室の個室とプレイルーム、院内学級、共同浴室、レストランなどがあります。⾃宅と
⼤病院との中間的な施設として活動をしています。⼩児医療は病気だけを診る時代から、⼈を診る時代を経て、⼦
どもの成⻑と家族の⽣活も診る時代になったと思います。 
医療は医師・看護師のみで提供する時代から、教師・⼼理⼠・MSW・保育⼠・チャイルドライフスペシャリスト・
アロマセラピスト・ボランティアなど、様々な職種が関わる時代になったと思います。⽇常の中にある特別な⽇
は、⼦ども達にたくさんの笑顔とエネルギーを与えてくれます。旅⾏や遠⾜、運動会や発表会など、⼦どもの成⻑
をうながすイベントはたくさんあります。私たちは、「病気になって得をした」ことを少しでも増やしたいと思っ
ています。 
しかし、それは私たちの⼒だけではできません。 
そんな時に縁あってスペシャリスト集団の SHJ 様と知り合うことが出来ました。そして、チャイルド・ケモ・ハ
ウスに何度もお越しいただき、病気を抱えた⼦ども達やきょうだいを含 
めたその家族のために、特別な時間を提供して下さっています。⼦ども 
が笑顔になり、それを⾒て親が笑顔になり、病気のことを忘れられる素 
晴らしい時間です。数家族のためだけに素晴らしいプログラムが提供さ 
れ、濃密で贅沢な時間は、まさに「病気になって得をした」です。 
「病気の⼦ども」ではなく、「かわいい⼦ども」としていつも接して下さ 
っている SHJ のスタッフの⽅々には⼼より感謝いたしております。 
今後ともよろしくお願い致します。 
 

 

 

活動場所のひとつである、チャイケモこと、チャイルド・ケモ・ハウスの楠⽊重範先⽣より活
動に対する感想をいただきました。「ケモ」とは、chemotherapy の略で抗がん剤を⽤いた化
学療法のこと。今年 4 ⽉に訪問を開始し、⽉に１度お邪魔しています。 
 

9/5 
 
9/30 
10/20 
 
11/6 
11/15 
11/17 

事務局ミーティング  
アーティスト・ボランティア説明会 
平成 28 年度決算 
理事会 通常総会 事務局ミーティング  
アーティスト・ボランティア説明会 
東京都へ事業報告 
姫路聖マリア病院にて導⼊説明 
事務局ミーティング 
 

12/8 
12/13 
 
12/19 
12/23 
3/24 

フィアット（株）にて団体プレゼンテーション 
事務局ミーティング  
アーティスト・ボランティア説明会 
東京医科⻭科⼤学病院初回活動（病棟クリスマス会） 
関東アシスタント交流会 
第 3 回 SHJ 全国研修・交流会 
 

●トピックス                     ●今後の主な予定 



●事務局ボランティアのコメントです 

 
すべてに意味がある 

                                     ⽩髭萌（しらひげもえ） 
私は現在、⼀年にわたって⼊院⽣活を送っている。 
中学、⾼校は岡⼭で祖⽗⺟と暮らし⼤学⼊学を機に上京。⼀⼈暮らし 
を始め、これからに期待を膨らませていたあの頃は、ついこの間のこ 
となのに既に遠い昔のように懐かしく思う。 
障がいが⾃由を制約することの苦痛、⾃分が進んでいた道が突然閉鎖 
されてしまうことへのやるせない気持ち、家庭崩壊危機！？・・ 
⾃分は無⼒で床に落ちたスプーンも拾えない。空を眺める余裕もなく 
薄暗い世界にひとりいるようだった。 
⾃ら積極的に動き出さなければ、⼊院⽣活というものは実に単調だ。 
特に感染症でベッドに寝たきりとなり、天井ばかりを⾒つめていた時間は“⽣きている⼼地”がしなかった。 
「⾃分はなぜここにいるのか？」 
暗い世界に光を灯してくれたのは、他でもないスマイリングホスピタルジャパンだった。 
代表の松本とは私が⼩学⽣の時に院内学級で出会い、今でもこうして繋がっている。私はこの⼊院が初めてでは
ない。今までも呼吸器疾患で何度となく⼊退院を繰り返してきた。そんな中で思いもよらない素敵な出会いがあ
ったのだから「ああ、あの時あの病院で⼊院したのにはちゃんと今につながる“意味”があったんだ」と思う。 
松本先⽣は私と出会った当初から“思い⽴ったら即⾏動！”タイプの⼈間だった。 
きっと、スマイリングの⽴ち上げも・・・どんな様⼦で準備してきたのか容易に想像がつく。 
院内学級で出会ったといっても、先⽣が担任だったわけではなく、正直どういういきさつで親交を深めていった
かは覚えていない。しかし⼊院中にあった⾟い出来事を思い返せば、必ずと⾔っていいほど松本先⽣の“⼼配そ
うな顔”が浮かぶ。思えば、松本先⽣はいつでも私の味⽅で、⾟い時は寄り添い「頑張れ！」と背中を押してく
れた。そんな松本先⽣の温かい⼈柄は、他の⽣徒からも憧憬の的であったに違いない。こどもたちを魅きつける
存在だったと思う。 
あのとき、どん底にいたところを救ってもらったように、今回の⼊院でも、また、私は松本先⽣に⼿を差し伸べ
てもらい救われたようだ。 
「スマイリングの仕事を⼿伝ってくれないか？」それには速攻！ふたつ返事で答えた。 
「たくさん時間はあるから、うん！やらせて！」 
そうして現在、⼊院⽣活を送りながらニュースレター作成、SNS を使った情報発信・・たくさんのお仕事をやら
せていただいている。最初は、気が晴れたらいいなあ〜という程度。しかし、ひとつの仕事を終える度に“喜び”
そして“達成感”を感じるようになった。またどんどんこの活動を知るうちに、さらにたくさんの⼈にこの活動を
広めていかなければいけないという使命感にも駆られた。⼊院歴の⻑い私から⾔わせてみれば、スマイリングホ
スピタルジャパンのこうした活動はこどもたちのための“こころの点滴”のようなもの。 
楽しい活動を通して、こころが満たされて初めて「よし！頑張るぞ！」と。おのずと病と闘えるように、こころ
から⾝体へ・・バイタリティーが全⾝にみなぎるような感覚になるのだ・・ 
⾃分が⼊院中にあった⾟い経験も、いまの活動の役に⽴っているのではないか。そう思うと、これまで過ごして
きた時間の中で無駄なことはひとつもなかったのかな、とポジティヴに考えられるようになった。 
過去を振り返りながら⽇々、ひしひしとスマイリングの活動の必要性というものを感じ、気づくと⼀⽇中スマイ
リングのことで頭の中がいっぱいな⽇もあった。 
しかし、⼊院中、時間を忘れるほど熱中できるものができ、私には⼤変ありがたいことだった。 
病院にいるから、⾃由が制約されているから・・いや、病院にいるからこそできることがあるはずだ。 
しかも私は障がいを持っている。だからこそ伝わるものがある。 
病院にいながら、社会貢献をしている⾃分を時には誇らしく思い、失くしていた⾃尊⼼も取り戻せた気がした。
するとリハビリにもスイッチが⼊り、調⼦が良くなった。 

⼊院しながら広報やニュースレター作りの作業をボランティアしてくれている⼤学⽣がい
ます。この活動への想いを綴っています。 



私は単調でつまらない、薄暗い世界からは脱出した。世界は⾃分が思っていたより、うんと広かった。 
私はこどもたちにアートを届ける仕事に携わりながら、毎⽇こどもたちから元気をもらい、⼤切なことを教えてもら
っている。あのとき⼊院していなかったら、いまここにいなかったら、また障がいがなかったら・・・スマイリング
に出会うことはなかっただろう。すべてに意味があったのだ。 
 
● 2016(平成２8)年度事業報告 (2016/10/1~2017/9/30) 
  事業内容 

特定⾮営利活動に係る事業 
① 病棟や個室を訪問して芸術活動等を⾏う事業 

・内容：病棟のプレイルームや個室を訪問し、⼦どもたちに芸術活動を提供する。 
 ●⽇時：通年 
 ●場所：北海道、宮城、千葉、東京、神奈川、静岡、愛知、京都、⼤阪、広島、福岡各地の病院 
 ●対象者の範囲：⼊院患児とそのご家族         ●従事者⼈数：延べ 90 名 

② 在宅児・者を訪問して芸術活動・学習⽀援等を⾏う事業 
・内容：在宅訪問して芸術活動を提供する。 
 ●⽇時：通年 
 ●場所：船橋市、東京都練⾺区、広島県広島市 
 ●対象者の範囲：在宅医療を受ける⼦どもとそのご家族  ●従事者⼈数：6 名 
・内容：「学びサポート基⾦」設⽴（特定資産繰⼊）平成 29 年度より事業開始 

③ 病院や施設のホール等で芸術鑑賞などの会を開く事業 
・内容：施設にて芸術鑑賞会や芸術活動を提供する。 
 ●⽇時：通年 
 ●場所：北海道、宮城、千葉、東京、神奈川、静岡、愛知、京都、⼤阪、広島、福岡各地の施設 
 ●対象者の範囲：施設⼊所、通所児と介助者       ●従事者⼈数：延べ 40 名 
①〜③実施回数及び対象者合計⼈数：301 回 延べ 6220 名 

④ 普及啓発及び情報発信事業 
・内容：広報活動（ホームページ更新、ニュースレター発⾏等）及び各地への活動普及 
 ●⽇時：通年 
 ●場所：事務局及び新規⽴ち上げ場所          ●従事者⼈数：4 名 
 ●対象者の範囲及び⼈数：寄付者、会員及び不特定多数 

    ・内容：全国ボランティア研修・交流会 
     ●⽇時：3 ⽉ 26 ⽇（⼟） 
     ●場所：⽇本⾚⼗字医療センター講堂 
     ●対象者の範囲及び⼈数：SHJ ボランティア（アーティスト・コーディネーター・アシスタント・ 
                事務局）及びサポート会員、スポンサー企業担当者 64 名 

 ● 2016(平成２8)年度活動計算書 
 

 科⽬ 合計（円） 科⽬ 合計（円） 

Ⅰ 経常収益 Ⅱ 経常費⽤ 

１ 受取会費 865,000  １ 事業①病棟 4,731,626  

２ 受取寄付⾦ 1,572,603    事業②在宅 146,934  

３ 助成⾦ 5,000,000    事業③施設 689,874  

４ 事業収益④     事業④普及 1,728,770  

５ その他収益 87  ２ 管理費 1,275,403  

経常収益計 7,437,690 経常費⽤計 8,572,607 

 当期経常増減額 △1,134,917 

Ⅲ 経常外収益 Ⅳ 経常外費⽤ 

雑費              13,691 13,691 当期正味財産増減額 △1,148,608 

  前期繰越正味財産額 10,097,267 

  次期繰越正味財産額 8,948,659 
 



 

名称  認定 NPO 法⼈スマイリングホスピタルジャパン   （略称：SHJ） 

設⽴ 任意団体として 2012 年 2 ⽉ 25 ⽇   法⼈設⽴ 2012 年 12 ⽉ 25 ⽇ 

所在地  〒168-0072 東京都杉並区⾼井⼾東 3 丁⽬ 3 番 15-308 
電話/Fax：03-4296-5691  その他連絡先：090-8894-2640   

活動⽬的  ⼊院闘病中の⼦どもたちが、わくわくするような楽しい時間を繰り返し持つことで、闘病意欲や⽣きる喜びを
持ち続け、回復に向けての活⼒を得られるよう、QOL の向上に寄与することを⽬的とする。  

活動内容  美術、⾳楽、マジック等のプロの芸術家が⼩児病院の病棟、病室を訪問し、クラフトワークショップ、マジッ
ク、⾳楽会などを催す。⼦どもたちが活⼒や⾃信を取り戻せるように、作る、⼿品を覚える、⼀緒に歌う、な
ど参加型の活動にする。⾒通しを持って楽しみにできるように、定期的な活動とする。  
活動例：２時間の訪問時間中、前半は病室を出られる⼦ども対象に病棟プレイルームにて集団の活動、  
後半は病室、病床にて活動可能な⼦どもと個別活動をする。 

活動⽅針 ・個別訪問  ⼀⼈ひとりを⼤切に。 
・参加型活動  受け⾝ではなく⼦ども⾃⾝が主体的に。 
・定期訪問   ⾒通しを持って活動を楽しみにできるように。 
・本物のアート  質の⾼いクリエイティブな活動を。 

活動場所 
病院：26 
施設：16 

北海道・東北】北海道⼤学病院⼩児病棟/北海道道⽴⼦ども総合医療・療育センター/⽯巻⾚⼗字病院⼩児病棟
/宮城県⽴こども病院各病棟・同拓桃館 
関東】神奈川県⽴こども医療センター各病棟・肢体不⾃由施設・重症⼼⾝障碍児施設/慶應義塾⼤学病院各⼩
児病棟/国⽴成育医療研究センターもみじの家/新宿養護学校内ひまわり HAUS/重症⼼⾝障害児サポートなか
のドリーム/順天堂⼤学医学部附属順天堂医院/すぎなみ重症⼼⾝障害児親⼦の会みかんぐみ/千葉県こども病
院各病棟/筑波⼤学附属病院/東京⼥⼦医⼤筋ジストロフィー親⼦の会/東京⼤学医学部附属病院各⼩児病棟/
⽇本⾚⼗字医療センター⼩児病棟/同附属乳児院/⽇本⼤学医学部附属板橋病院/はる訪問看護ステーション 
中部】あいち⼩児保健医療総合センター/静岡県⽴こども病院各病棟/名古屋⼤学医学部附属病院 
近畿】⼤阪市⽴総合医療センター各病棟/京都⼤学医学部附属病院⼩児病棟/国⽴病院機構南京都病院/児童デ
イサービス Primo/チャイルド・ケモ・ハウス/姫路⾚⼗字病院/兵庫県⽴こども病院/淀川キリスト教病院ホス
ピス・こどもホスピス病院 
中国】県⽴広島病院⼩児科病棟/同院バンビの会/広島市⽴広島市⺠病院/同院在宅医療児の家族会サークルか
んなずき/広島県⽴広島特別⽀援学校/広島県⽴障害者リハビリテーションセンター若草園 
九州】九州⼤学病院/久⼭療育園重症児者医療療育センター 

在宅訪問 東京都内 1 カ所 広島市内 4 カ所   事業年度     10 ⽉ 1 ⽇〜9 ⽉ 30 ⽇ 

年間活動数 399 回 （2016 年実績）   参加者数    延べ 7643 名 （2016 年実績） 

役員  代表理事  松本惠⾥    理事 ⽮⽥美麗     
副代表理事 ⾕⼝幸路    監事 神津理絵 

地区 
コーディネーター 

北海道：⽶澤倫⼦   ⽯巻：千葉淳⼦   仙台：松本惠⾥   千葉・東京・神奈川：⽮⽥美麗 
静岡：鈴⽊知⼦    愛知：箕浦恭代   京都：⽥久朋寛   ⼤阪：⻄ 純江  
兵庫：住野由佳⼦   広島：狩⾕美穂・⽥中直⼦            福岡：藤原隆幸          

事務局 3 名  アーティスト  139 名  活動アシスタント  13 名 

正会員 11 名  サポート会員  193 名 10 団体   

E-mail info@smilinghpj.org  ホームページ   http://www.smilinghpj.org 

銀⾏⼝座 ゆうちょ銀⾏ 名義：特定⾮営利活動法⼈スマイリングホスピタルジャパン 
       記号：10090 番号：74039541  （他⾏から：店名 00 ⼋ 店番 008 普通 7403954） 
みずほ銀⾏  名義：特定⾮営利活動法⼈スマイリングホスピタルジャパン 
       ⽀店：浜⽥⼭⽀店 預⾦種⽬：普通預⾦  ⼝座番号：1950697 

活動資⾦ 会費 個⼈・団体からの寄付 企業協賛   

協賛 （株）フィアット  
⽇本⻭科医師会 ⽇本財団  
FIT チャリティ・ラン 2015 他 

 

●スマイリングホスピタルジャパン概要（2017年 12月 1日現在） 

サポート会員、アーティスト・事務局・活動アシスタント・コーディネーターボランティア募集中！ 
詳しくはホームページをごらんください。 

 
【お知らせ】設⽴の⽗とも⾔える前理事・相談役の⾼橋精⼀⽒が 11 ⽉ 23 ⽇享年 84 歳で永眠いたしました。 
病床についてからも SHJ の活動を⾒守り続けました。感謝とともに慎んで哀悼の意を表します。  SHJ 事務局⼀同 
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